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 CLINICAL OBSERVATIONS ON IN-PATIENTS IN THE DEPART-
   MENT OF UROLOGY, OKAYAMA UNIVERSITY MEDICAL 
         SCHOOL IN THE RECENT EIGHT YEARS
 JUiliChi  OOMURA, Kenitu  OOKITA, Sumio TASAKA, Hiroyuki  00MORI, 
          Yukitoshi  FUJITA, Shigeru  YAMADA, Tunehiro  Mimmuro,
                  Tuyoshi SHIRAGA and Hideo HIGASHINO
         From the Department of  Urology, Okayama University Medical School 
 (Director : Prof.  j.  Omura) 
   The following tables show statistical observations on the in-patients in our urological 
clinic from 1955 to 1962. 
   During the eight years, the total number of in-patients were 2,531, and these were 
classified by the urological diseases.
1緒 讐
我 々は先 の外来患看に次 ぎ1955年(昭和30年)
より1962年(昭稀37年)迄 の満8年 間 の入院患
者について統 計的観察を行つた.入 院愚者 は外
来患者 と異 な り,一 定 のベッ ト数等 より欄約 を
受け,又 最近の外来愚者 の増加 よ り収容 し切れ
ず,選択 的に入院 させる ことがあ り,この点外来
患老 の統計 と異 なる点は止む を得 ない と思 う.
慧 年 度 溺 推 移


























入 院 患 老 数












































































































1955 1956 1957 1958 195gll96・ 1961 1962 計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女1男 女 男 女 男 女 男 女
左 腎 結 核92、128。3911216182814659466031。7





両 側 腎 結 核693022712057238513202616
腎 結 核 術 後 単 腎220110231473


















睾 丸 結 核
立 腺 結 核















































男 女 男 隊
精 管結 核
剃 女
左 腎 結 核
右 腎 結 核
両 側 腎 結 核
腎結核術後単腎
腎 結 核 の 疑
副 睾 丸 結 核
前 立 腺 結 核
精 嚢 腺 結 核























































































上 部 尿 石 の 疑
計
























































































































































疾患名'＼ ＼ 男 女
1955 1956 195フ 1958 1959巨96・i/961
1
19621計
男 女 男 女 男 女 男 女 「男 女 陣 女 男 女1男 女
腎無形成及び発育不全腎
嚢 胞 腎
孤 立 性 腎 嚢 腫
重 複 腎 孟 尿 管
骨 盤 腎
馬 蹄 鉄 腎
遊走腎及 び 腎 下 垂
腎 回 転 異 常
水腎症及び水尿管 症
膿 腎 症
腎 尿 管 周 囲 炎
腎 及 び 腎 盃 炎
腎 出 血
腎 外 傷
腎 実 質 腫 瘍
腎 孟 腫 瘍
腎 水 瘤








































































































































































男 女 悌 女
1957
男 女 防 女
1958
一
1959 1960 1961 1962
.
計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
尿 管 腫 瘍110
尿 管 屈 曲 及 び 狭 窄033
尿 管 痙 攣
01尿 管 性 尿 失 禁
1


































表8膀 胱 疾 患
疾患名
年 度1195519561957
1男 女 男 女 男 女
膀 胱 腫 瘍18268253。514195
膀 胱 炎583132022
膀 胱 憩 室3411104、0
膀 胱 膣 痩022
膀 胱 直 腸 痩'2'
膀 胱 異 物0224、0
膀 胱 頸 部 狭 窄
膀 胱 括 綱 鞭 化 症0220
神 経 因 性 膀 胱2200121



















































































疾患名 ＼ ＼ ＼ 、
1955 1956 1957 1958 1959 1960 1961 1962 計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
尿 道 下 裂
尿 道 上 裂
尿 道 損 傷
尿 道 周 囲 膿 瘍
尿 道 痕
尿 道 腫 瘍
尿 道 カル ソ ク ル ス
尿 道 狭 窄
尿 道 出 血


















































































VI男 性性器疾患 及び女子外陰部 疾患 を数え,前立腺癌,陰 嚢水瘤,非 結核性筆丸及び副睾
丸炎がこれに続いている.表10に示す如くで
,前 立腺肥大症が最も多 く270例
表10前 立腺,睾 丸,副睾丸,精 嚢腺,陰茎,陰 藏及び女子外陰部疾患逮
前 立 腺 肥 大 症
前 立 腺 癌
前 立 腺 及 び 膿 瘍
前 立 腺 萎
前 立 腺






睾丸及 び 副 睾 丸 炎
























































































































的 神 経 衰
子 不 妊
精 管 再 吻 合 依 頼
女 子 外 陰 部 外 傷
















































































































表11に示 した が,そ の他 の欄 を 除 き,尿 失 禁 が 最 も
多 い.そ の他 の欄 へ は1959年ク ラ イ ソ フェ ル タ ー症 候













































































性 器 発 育 不 全
類 宙 官 症
半 陰 陽
肥満性性 器 萎 縮 症
褐 色 細 胞 腫
クッ シ ン グ 症 候 群







































































































て統計的観察を行つたのでその結果 を 報 告 し
た.最後に我々が疾患を分類 して行 くに従い難
しい問題も生じた点は申す までもない.例 えば
1962年複雑な尿路碕形を伴つて不妊を主訴に来
院した28才男子の症例で左発育不全腎,重 複膀
胱,射 精管異常開口に腎,尿 管,膀胱に結石症
を合併したものである.かかる疾患は以上の統
計ではその実感が出ない点今後の課題となると
思う.
(1964年3月10日受付)
